 テーマ・　私たちの暮らしと政治のしくみ
 わたしたちの暮らしを守るために、政治をどのように動かしたらよいか？



○考えて欲しい事（テーマの説明）
 　日本国憲法の前文には、政治のありかたについて、次のように定めています。

 　「そもそも国政は、国民の厳粛な信託によるものであって、その権威は国民に由来

し、その権力は国民の代表者がこれを行使し、その福利は国民が享受する。」

 　この規定によれば、政治の福利（恩恵）は国民が受けるとあるので、政治は国民一

 人一人が持っている幸福を追求する権利を守るためにあると考えられます。

 　では、国民が実際に自分の人権を侵されないためには、また人権を侵された場合に

 は、自分の生活を守るために、何ができるのでしょうか。私たちには、このために、

 次の権利が保障されていました。




 ○政治に参加する権利：権利が侵されることのないような世の中をつくる。

 ○救済を求める権利：侵された権利の回復をもとめる。




 　この二つの権利は、実際としては、どのように使えばよいのでしょうか。

 　この問題を考えるために、今話題となっている「ダイオキシン」の問題が実際に、

 川崎市で起こったと仮定してみて、私たちが、政治をどのように動かせるのかを考え

 てみたいと思います。

 　そして、その事を通じて、政治の仕組みを知り、主権者としての動き方・普段から
 気をつけておきたいことを考えてみたいと思います。



○ダイオキシン問題をどう解決するか？

　　○現に起きていることを止めるにはどうしたらよいか？

　　○被害を受けた現実をどう回復させるのか？

　　○今後被害が拡大しないためには、どのような対策をとるのか？

　以上のことを、政治の仕組みを構成する、「国会」「内閣・行政府」「裁判所」や、

地方議会や役所をどのように動かして何をさせればよいかを考えよう。

○グループの作り方
　　上の問題をどの「機関」に働きかけるかに応じてグループをつくる。

○調査の仕方
　　・教科書のＰ７０からＰ１１３までの各項目を参考にする。

　　・図書室の本で調べる。

○資料のまとめ方
　　○内容：・それぞれの機関の役割や仕組みを紹介する。

　　　　　　・その機関をどう動かすのかを考える。

　　　　　　・その機関に何をさせるかを考える。

　　○発表用資料：・プリント１枚（必ず）

　　　　　　　　　・ＯＨＰなどを使って説明してもよい。

○今後の予定
 政治の仕組みの概要の説明


 　２　時間



 ダイオキシン問題を考える


 　２　時間



 チームを編成する。


 　１　時間



 資料の調査とまとめ


 　５　時間



 発表と討論


 　１　時間



 まとめの学習


 　１　時間


 計１２時間



